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令和６年第５回串間市議会（９月定例会）会期並びに審議日程
会期：令和６年９月２日（月）から令和６年１０月７日（月）まで　３６日間

審　議　日　程
月　日 曜 種　別 内　　　　　　　　　　　容

９ 月 ２ 日 月 本会議

○会議録署名議員の指名
○会期の決定
○�報告第６号から報告第９号、認定第１号から認定第１０号、議案第６１号から議案第７４号、
諮問第１号
　（上程、提案理由説明）

９ 月 ３ 日 火 休　会 議案熟読　　　　　　　　　　　＊一般質問通告締切　午後１時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　発言順位抽選　　　午後２時から

９ 月 ４ 日 水 休　会 議案熟読
９ 月 ５ 日 木 休　会 議案熟読
９ 月 ６ 日 金 休　会 議案熟読
９ 月 ７ 日 土 休　会
９ 月 ８ 日 日 休　会
９ 月 ９ 日 月 本会議 ○市政総体に対する一般質問
９ 月 10 日 火 本会議 ○市政総体に対する一般質問
９ 月 11 日 水 本会議 ○市政総体に対する一般質問　　＊議案質疑通告締切　午後５時

９ 月 12 日 木 本会議
○市政総体に対する一般質問
○日程追加　議案第７５号
　（上程、提案理由説明）

９ 月 13 日 金 本会議

○�報告第６号から報告第９号、認定第１号から認定第１０号、議案第６１号から議案第７５号、
諮問第１号
　〔�質疑（報告第６号から報告第９号終了）､ 委員会付託（議案第７３号及び議案第７４号、諮問
第１号省略）〕

○請願・陳情
　（上程、委員会付託）

９ 月 14 日 土 休　会
９ 月 15 日 日 休　会
９ 月 16 日 月 休　会
９ 月 17 日 火 委員会 付託案件の審査
９ 月 18 日 水 委員会 付託案件の審査
９ 月 19 日 木 委員会 付託案件の審査
９ 月 20 日 金 委員会 付託案件の審査
９ 月 21 日 土 休　会
９ 月 22 日 日 休　会
９ 月 23 日 月 休　会

９ 月 24 日 火

委員会 付託案件の審査

本会議
午後１時

○議案第６１号から議案第７２号、議案第７５号
　請願・陳情
　（委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決）
○議案第７３号及び議案７４号、諮問第１号
　（討論、採決）

９ 月 25 日 水 委員会 付託案件の審査
９ 月 26 日 木 委員会 付託案件の審査
９ 月 27 日 金 委員会 付託案件の審査
９ 月 28 日 土 休　会
９ 月 29 日 日 休　会
９ 月 30 日 月 委員会 付託案件の審査
10 月 １ 日 火 委員会 付託案件の審査
10 月 ２ 日 水 委員会 付託案件の審査
10 月 ３ 日 木 委員会 付託案件の審査
10 月 ４ 日 金 委員会 付託案件の審査
10 月 ５ 日 土 休　会
10 月 ６ 日 日 休　会

10 月 ７ 日 月

委員会 付託案件の審査

本会議
午後１時

○認定第１号から認定第１０号
　（委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決）
○日程追加　議案第７６号
　（上程、提案理由説明、質疑、委員会付託、委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決）

９月定例会

2串間市議会だより



市議会議員が市に対して
皆さんの生活にかかわる内容を
質問します。

市長や行政委員会に市政の状況や将来の方
針、住民生活に密接に関わる事項について
質問をすることで、今串間市ではどんなこ
とが行われているか知ることができます。

一 般 質 問

◀
動画
視聴

市
民
病
院
経
営
健
全
化
計
画
を
新
た

に
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
で
病
院
経
営

は
大
丈
夫
な
の
か
!!

令
和
５
年
度
末
で
18
億
５
千

５
百
万
円
の
累
積
赤
字
が
あ

る
中
で
、
未
だ
に
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
運
営

し
て
い
く
の
か
。

令
和
６
年
３
月
に
お
い
て
、

市
の
財
政
調
整
基
金
か
ら

３
億
円
の
長
期
借
入
を
行
い
、
資
金

不
足
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
経

営
健
全
化
計
画
の
完
了
報
告
を
提
出

し
、
新
た
に
経
営
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
健
全
な
経
営
に
努
め
て
い
き

た
い
。病

院
企
業
職
員
の
賃
金
カ
ッ

ト
が
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ

解
消
す
る
の
か
。

資
金
不
足
が
解
消
し
た
こ
と

に
よ
り
、
10
月
か
ら
病
院
企

業
職
員
給
与
削
減
を
解
消
し
て
い
き

た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

近
年
、
全
国
で
地
震
・
台
風
・

ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多
く
発
生
し

て
い
る
が
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を

ど
の
様
に
守
る
の
か
。

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
対
し
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
災
害
に
対
す
る
意
識
を
強

く
持
ち
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
被
災
者

支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
内
閣

府
の
ク
ラ
ウ
ド
型
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
が
完
了
し
た
の
で
、
個
別
避
難

計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。
避
難

所
に
も
有
効
な
情
報
取
得
手
段
と
し

て
、テ
レ
ビ
を
配
置
し
て
い
き
た
い
。

医
療
介
護
福
祉
に
つ
い
て

介
護
難
民
や
介
護
職
員
不

足
、
入
所
施
設
不
足
の
現
状

に
つ
い
て
。

高
齢
者
全
体
に
占
め
る
後
期

高
齢
者
の
割
合
が
年
々
上
昇

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
介

護
人
材
の
確
保
、
健
康
寿
命
の
延
伸

に
向
け
、
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組

む
。

そ
の
他
の
質
問

　
・
高
速
道
路
と
経
済
浮
揚

　
・�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
の

観
光
活
用

　
・
児
童
虐
待

　
・
高
次
脳
機
能
障
害

　
・
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会　
な
ど

ＱＱＱ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ
市
民
病
院

経
営
健
全
化
計
画
等
に

つ
い
て

坂
さかなか
中喜
よしひろ
博議員

3 串間市議会だより



◀
動画
視聴

□
猛
暑
！
行
き
届
い
た
避
難
弱
者
対

策
を
！平

均
気
温
は
１
．
76
度
上

回
っ
た
。
猛
暑
日
は
最
高
を

更
新
し
た
。
40
年
ぶ
り
に
串
間
で
も

震
度
５
強
の
日
向
灘
地
震
が
発
生
、

台
風
10
号
に
よ
っ
て
市
民
も
影
響
・

被
害
を
う
け
ま
し
た
。
避
難
所
の
猛

暑
対
策
、
避
難
弱
者
へ
の
行
き
届
い

た
避
難
施
設
の
確
保
等
は
緊
急
の
課

題
で
す
。既存

施
設
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

□
コ
メ
不
足
・
子
牛
暴
落
へ
の
緊
急

対
策
を
！コメ

不
足
が
深
刻
で
す
。
そ

の
影
響
で
コ
メ
の
生
産
出
荷

価
格
、
店
頭
価
格
も
２
～
３
割
値
上

が
り
し
て
い
ま
す
。
７
月
の
牛
の
平

均
セ
リ
価
格
は
48
万
３
２
０
８
円
、

Ｒ
４
年
１
月
の
81
万
１
８
３
１
円
に

比
べ
約
33
万
円
の
暴
落
で
す
。
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

出
荷
量
約
４
万
９
千
袋
、
販

売
額
約
４
億
円
、
県
が
消
費

拡
大
、
母
牛
更
新
支
援
を
９
月
議
会

に
提
案
し
て
い
る
。

□
会
計
年
度
職
員
の
人
勧
完
全
実
地

は
？

市
長
は
「
や
る
方
向
で
準
備

し
て
い
る
」
と
答
弁
し
た

が
？

　

月
議
会
に
提
案
す
る
。

□
市
政
70
年
と
消
滅
自
治
体
対
策
に

つ
い
て串

間
市
は
市
制
70
年
を
迎
え

ま
す
。
４
万
３
千
だ
っ
た
人

口
は
65
％
減
の
１
５
，
２
３
４
人
、

消
滅
自
治
体
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
や
る
べ
き
は
、
今
後
、

10
年
20
年
先
を
目
指
し
て
「
子
ど

も
・
子
育
て
条
例
」
を
制
定
す
る
な

ど
し
て
、
若
者
や
女
性
が
地
域
に
残

る
串
間
市
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
き

で
す
。検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

□
改
善
さ
れ
な
い
高
い
落
札
率
は
改

め
よ
！あ

さ
ひ
が
丘
住
宅
の
落
札
率

は
98
．
77
％
、
消
防
庁
舎
は

98
．70
％
で
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

公
正
で
透
明
性
の
高
い
制
度

に
す
る
。

□
マ
イ
ナ
保
険
証
保
険
証
導
入
は
延

期
せ
よ
！12月

２
日
か
ら
マ
イ
ナ
保
険

証
に
移
行
、
宮
日
も
「
保
険

証
廃
止
は
や
は
り
無
理
が
あ
る
」
と

延
期
を
求
め
て
い
ま
す
。

周
知
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

ＱＱＱ

ＱＱＱ Ａ

ＡＡ

ＡＡＡ

市
政
70
年
、

今
や
る
べ
き
は

入
札
制
度
改
善
と

子
育
て
支
援
！

児
こだま
玉征
まさたけ
威議員

◀
動画
視聴

毎
年
職
員
の
不
祥
事
が
続
い

て
い
る
。
今
後
絶
対
に
不
祥

事
が
起
き
な
い
よ
う
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
向
上
を
強
力
に
進
め
る
べ

き
。

今
回
の
不
祥
事
を
受
け
、
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
、
交
通

法
規
の
遵
守
に
つ
い
て
強
く
指
導
を

行
う
よ
う
指
示
し
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
意
識
の
向
上
を
図
る
取
組
と

し
て
市
長
等
の
倫
理
に
関
す
る
条
例

を
審
議
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
、
併

せ
て
職
員
倫
理
規
程
に
つ
い
て
も
来

年
施
行
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
今

後
も
全
職
員
を
対
象
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
研
修
を
行
い
、
私
が
先
頭
に
立
ち

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

○
消
防
行
政
に
つ
い
て

災
害
の
際
に
迅
速
に
現
場
の

状
況
が
消
防
に
通
報
で
き
る

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
１
１
９
の
導
入
に
つ
い

て
。

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
１
１
９
は
現
場
の

映
像
が
通
信
司
令
員
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
届
き
、
消
防
隊
や
通
報

者
と
の
情
報
共
有
に
役
立
つ
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

全
国
で
も
奏
功
事
例
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、県
内
で
も
10
消
防
本
部
中
、

運
用
や
試
験
運
用
中
が
５
本
部
あ
る

が
、
現
在
指
令
室
を
隊
員
１
名
で
運

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
１
９
通

報
と
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
の
同
時
受

信
に
つ
い
て
引
き
続
き
研
究
し
て
い

く
。

女
性
消
防
士
の
現
状
と
取
組

に
つ
い
て
。

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
令
和

８
年
度
当
初
ま
で
に
全
国
の

消
防
吏
員
（
消
防
士
）
に
占
め
る
女

性
の
比
率
を
５
％
に
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
当
市
の
職
員
数
で

い
く
と
２
名
と
な
る
。
現
状
は
、
令

和
６
年
度
に
女
性
吏
員
１
名
を
採
用

し
、
初
任
科
教
育
を
受
け
て
い
る
。

今
後
は
、
比
率
の
達
成
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
の
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
構
築
の
た
め
、
女
性
職
員
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
中
高
生
に
対
す

る
職
場
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
広
報

を
行
う
。

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

市
民
の
命
を
守
る

政
策
を

川
かわさき
㟢千

ち ほ
穂議員

4串間市議会だより



◀
動画
視聴

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

８
月
の
地
震
・
台
風
で
被
害

を
受
け
、
管
理
運
営
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
っ
た
施
設
の
対

応
は
。市

木
公
民
館
、
大
束
公
民
館

が
使
用
不
能
に
な
り
、
市
木

小
学
校
、
大
束
小
学
校
を
使
用
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
大
束
支
所
は
業
務

を
継
続
し
て
い
る
が
、
利
用
者
の
安

全
確
保
の
た
め
、
仮
移
転
を
視
野
に

入
れ
た
迅
速
な
対
応
に
努
め
る
。

要
早
急
対
応
評
価
、
長
寿
命

化
評
価
、
除
却
評
価
の
施
設

の
対
策
と
今
後
の
管
理
方
針
は
。

老
朽
化
対
策
が
急
務
な
こ
と

は
理
解
し
て
い
る
。
今
後
の

人
口
動
態
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
、
規
模
縮
小
や
複
合
化
を
行
い
、

計
画
的
に
建
て
替
え
な
ど
を
検
討
し

て
い
く
。

「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

公
共
施
設
を
統
括
的
に
企

画
・
管
理
・
運
営
・
活
用
す

る
組
織
づ
く
り
が
今
後
は
必
要
だ
と

考
え
る
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
進
捗
は
。

複
合
化
・
複
雑
化
し
た
案
件

の
包
括
的
支
援
体
制
に
て
対

応
す
る
「
多
機
関
協
働
事
業
」
を
串

間
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務
委
託

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
属

性
を
問
わ
な
い
相
談
支
援
体
制
は
市

役
所
内
に
お
い
て
も
各
課
多
岐
に
関

連
し
、
市
職
員
全
体
の
理
解
が
必
要

と
な
る
の
で
、
継
続
的
な
事
業
概
要

説
明
や
意
見
交
換
を
予
定
し
て
い

る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ロ
ゴ
マ
ー
ク

作
成
の
進
捗
は
。

現
在
、
学
校
や
イ
ベ
ン
ト
関

係
機
関
と
調
整
し
て
い
る
。

市
民
秋
祭
り
時
に
公
表
を
予
定
し
て

い
る
。

地
域
み
ら
い
留
学
制
度

人
口
減
少
対
策
と
福
島
高
校

存
続
を
リ
ン
ク
さ
せ
て
全
国

枠
の
生
徒
募
集
を
行
う
「
地
域
み
ら

い
留
学
」
の
取
組
に
つ
い
て
総
合
政

策
課
と
教
育
委
員
会
の
協
議
は
進
ん

だ
か
。福

島
高
校
も
交
え
て
協
議
し

て
お
り
、
実
現
可
能
性
を
模

索
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

防
災
対
策
（
避
難
指
示
に
お
け

る
対
象
人
口
報
道
の
在
り
方
）

　
・�

物
価
高
騰
対
応
支
援
給
付
金
に

お
け
る
申
請
の
方
法　
な
ど

ＱＱ

ＱＱ

ＱＱ ＡＡＡＡ

ＡＡ

公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
等
に

つ
い
て

井
い で
手明

あき と
人議員

◀
動画
視聴

学
力
テ
ス
ト
に

つ
い
て

串
間
市
の
小
・
中
学
校
の
結

果
と
、
結
果
を
踏
ま
え
た
今

後
の
学
力
向
上
対
策
は
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

は
、
今
年
４
月
に
小
学
校
６

年
生
、
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、

国
語
と
算
数
・
数
学
及
び
児
童
生
徒

へ
の
質
問
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
串
間
市
の
小
中
学
校
の
平
均
正

答
率
は
、
小
学
校
国
語
は
全
国
平
均

と
ほ
ぼ
同
じ
、
小
学
校
算
数
、
中
学

校
国
語
、
数
学
は
全
国
平
均
を
下
回

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果

を
受
け
、
校
長
会
・
教
頭
会
で
の
説

明
や
授
業
研
究
会
の
実
施
、
校
内
研

修
会
の
支
援
等
を
行
い
、
各
学
校
で

「
主
体
的
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
図
っ
て

お
り
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
教
師

の
意
識
改
革
と
授
業
改
善
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
市

内
小
中
学
校
の
３
名
の
教
師
を
授
業

力
改
善
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
嘱
し
、

定
期
的
に
授
業
公
開
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

授
業
に
お
け
る
情
報
通
信
技

術
の
活
用
状
況
は
（
前
年
と

の
比
較
）。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
学
校
質
問
紙
に
よ
る
「
Ｐ

Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
、
授
業
で
ど
の
程
度
活
用
し
ま

し
た
か
。」
の
質
問
に
対
し
、
週
３

回
以
上
活
用
し
た
小
学
校
は
、
88
．

９
％
で
、
昨
年
度
よ
り
１
．
４
％
増

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
校
は
、

昨
年
度
も
今
年
度
も
ほ
ぼ
毎
日
活
用

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
１
０
０
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

本
城
下
平
～
上
平
間
の
排
水
対

策
に
つ
い
て

　
・�

孤
立
・
孤
独
対
策
推
進
法
に
つ

い
て

　
・�

都
井
黒
井
地
区
の
民
家
へ
の
浸

水
対
策
に
つ
い
て

　
・�

高
松
地
区
の
海
岸
流
木
等
処
理

に
つ
い
て

Ｑ

ＱＡ

Ａ

今
いまえ
江　猛

たけし
議員

5 串間市議会だより



◀
動画
視聴

◀
動画
視聴

串
間
市
の
今
後

串
間
市
に

住
み
た
く
な
る

充
実
し
た

体
制
強
化
を
！

串
間
市
の
観
光
振
興
に
お
い

て
、
い
か
に
し
て
外
貨
を
得

る
か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

串
間
市
と
し
て
前
面
に
何
を
押
し
出

し
て
い
く
の
か
、
市
・
官
民
全
体
で

同
じ
方
向
で
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思

う
が
、
情
報
発
信
・
宣
伝
（
Ｐ
Ｒ
）

活
動
な
ど
、
創
意
工
夫
等
は
あ
る
の

か
。

施
設
整
備
し
た
都
井
岬
観
光

交
流
館
や
道
の
駅
く
し
ま
の

内
容
充
実
を
図
り
、
串
間
の
魅
力
を

多
面
的
に
情
報
発
信
し
て
い
く
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
全
地
区
利

用
に
つ
い
て
、
雨
天
時
の
登

校
状
況
等
を
ふ
ま
え
て
の
意
向
調
査

を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
る
の
か
、
ま
た
今
後
の

見
直
し
は
。
小
学
校
利
用
等
将
来
的

な
展
望
は
あ
る
の
か
。

当
時
の
学
校
再
編
地
区
説
明

会
で
保
護
者
に
説
明
し
決
定

し
た
の
で
、
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
。

災
害
時
対
応
に
つ
い
て
、
防

災
無
線
が
聞
き
に
く
い
と
の

声
が
地
区
住
民
か
ら
上
が
っ
て
い
る

が
、
個
人
受
信
機
・
自
治
会
単
位
の

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

本
年
度
の
重
点
施
策
で
あ
る

「
人
口
減
少
対
策
の
取
組
強

化
」
の
現
状
と
そ
の
取
組
評
価
に
つ

い
て
は
。今年

度
、
総
合
政
策
課
内
に

人
口
対
策
係
を
設
け
る
と
と

も
に
、「
人
口
減
少
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
の
各
種
事
業
を
現
在
、
着
実
に

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
市
の
観
光
に
係
る
市
長
の

評
価
及
び
今
後
考
え
る
戦
略

に
つ
い
て
は
。

今
あ
る
串
間
の
素
材
の
魅
力

を
多
面
的
に
情
報
発
信
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
に

繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
長
年
の

悲
願
で
あ
っ
た
東
九
州
自
動
車
道

「
南
郷
～
奈
留
間
」
の
事
業
化
が
決

定
さ
れ
た
こ
と
を
追
い
風
と
し
な
が

ら
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
観
光

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
。

人
口
対
策
係
と
福
島
高
校
に
つ
い
て

「
地
域
み
ら
い
留
学
」
に
係

る
市
長
の
考
え
や
展
望
に
つ

い
て
は
。本

市
に
お
い
て
は
、「
地
域

み
ら
い
留
学
」
の
参
画
に
当

た
っ
て
の
条
件
整
備
を
は
じ
め
、
地

域
や
学
校
関
係
者
の
理
解
を
得
な
が

屋
外
無
線
放
送
設
備
な
ど
の
考
え
は

な
い
か
。戸別

受
信
機
の
設
置
や
自
治

会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
へ

の
連
動
、
電
話
で
の
音
声
確
認
で
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

北
方
地
区
の
避
難
所
に
つ
い

て
、
備
蓄
品
・
発
電
機
な
ど
、

旧
北
方
中
学
校
に
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
時
に
避
難
場
所
と

し
て
開
設
さ
れ
る
の
か
。
北
方
地
区

は
比
較
的
安
全
性
は
高
い
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
市
の
地
区
編
成

は
北
方
地
区
と
し
て
銘
打
っ
て
あ

る
。
災
害
時
に
お
い
て
、
拠
点
の
無

い
事
で
機
能
で
き
る
の
か
考
え
て
も

ら
い
た
い
が
。

降
雨
を
伴
わ
な
い
地
震
や
津

波
な
ど
の
時
に
開
設
を
行
っ

て
い
く
。保

護
猫
活
動
に
つ
い
て
、
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
は
。

さ
く
ら
ね
こ
無
料
避
妊
手
術

チ
ケ
ッ
ト
配
布
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
、
保
護
団
体
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
制
度
導
入
に
向
け
取
り
組

み
た
い
。

ら
、
県
外
生
徒
の
受
け
入
れ
を
目
指

し
た
協
議
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

福
島
高
校
の
魅
力
を
中
学
生

や
保
護
者
に
伝
え
る
取
組
内

容
に
つ
い
て
は
。

福
島
高
校
が
毎
月
発
行
す

る
「
福
島
高
校
だ
よ
り
」
を
、

串
間
中
学
校
の
生
徒
全
員
と
市
内
小

学
校
6
年
生
全
員
に
配
布
を
す
る
ほ

か
、
学
校
説
明
会
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
の

工
夫
を
し
て
い
る
。
今
後
も
メ
デ
ィ

ア
等
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

来
年
度
、
学
校
給
食
費
を
無

償
化
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
現

す
る
に
は
、
恒
久
的
か
つ
安

定
し
た
財
源
が
必
要
で
あ
る
。
本
市

の
財
政
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
国
や

県
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

そ
の
他
の
質
問

　
・�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て

　
・�

旧
吉
松
家
住
宅
に
つ
い
て

　
・�

市
民
病
院
に
つ
い
て

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

鈴
すずき
木博

ひろ や
也議員

瀬
せ お
尾俊
としろう
郎議員

6串間市議会だより



一
年
後
の
市
長
選
、
三
期
目

の
出
馬
の
可
否
も
含
め
市
長

ご
自
身
の
考
え
は
。

現
段
階
で
は
白
紙
だ
。
ま
ず

は
目
の
前
の
課
題
や
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

入
札
改
革
で
の
一
般
競
争
入

札
の
試
行
だ
が
、
試
行
対
象

と
な
る
の
は
ど
う
い
っ
た
工
事
に
な

る
の
か
。
金
額
や
工
事
対
象
案
件
な

ど
あ
る
程
度
の
範
囲
は
決
ま
っ
て
い

る
の
か
。入札

監
視
委
員
会
で
の
意
見

や
他
市
町
村
の
要
綱
を
参
考

に
、
試
行
対
象
の
業
種
を
検
討
中
。

工
事
金
額
や
要
件
は
自
治
体
で
大
き

く
異
な
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
を
進

め
て
い
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
処
分
は
購
入

し
た
販
売
店
や
専
門
業
者
に

処
理
を
依
頼
す
る
。
将
来
的
に
撤
去

費
用
の
積
み
立
て
な
ど
の
指
導
助
言

を
行
う
考
え
は
。

パ
ネ
ル
設
置
の
際
は
、
将
来

的
に
発
生
す
る
そ
の
よ
う
な

対
応
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
説
明
し

市
長
就
任
７
年
間
の
本
市
経

済
の
活
性
取
組
実
績
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
。

本
市
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
道
の
駅
を
中
心
と
す

る
市
街
地
整
備
や
都
井
岬
再
開
発
な

ど
の
観
光
交
流
施
設
整
備
の
ほ
か
、

農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤
の
充
実
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
。
残
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
。
特
に
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、
地
域
経
済

の
衰
退
な
ど
負
の
連
鎖
を
引
き
起
こ

す
要
因
で
あ
り
、
本
市
の
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

農
業
振
興
の
取
組
に
つ
い
て

地
域
計
画
の
進
捗
状
況
。

現
在
25
地
区
に
お
い
て
説
明

会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
本
年
度
内
に
全

地
区
の
策
定
に
取
り
組
む
。

水
田
農
業
の
展
開
の
取
組
。

早
期
米
の
買
取
価
格
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
早
期
水

稲
の
生
産
や
「
水
田
収
益
力
強
化
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
高
収
益
作
物
の

導
入
な
ど
の
収
益
強
化
に
向
け
た
産

地
づ
く
り
に
努
め
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
対
策
に

つ
い
て
。

ド
ロ
ー
ン
防
除
の
取
組
や
罹

病
苗
の
持
出
、「
増
や
さ
な

た
上
で
進
め
て
い
く
も
の
と
理
解
す

る
。

民
生
児
童
委
員
の
持
続
可
能

な
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
独

自
の
施
策
を
取
り
入
れ
人
員
を
確
保

し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
例
え
ば
、
活
動
費(

本

市
支
給
分)

そ
の
も
の
の
増
額
を
実

施
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

全
国
的
に
も
担
い
手
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
活
動
費

増
額
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
活
動

環
境
の
整
備
や
柔
軟
な
取
組
を
通

じ
、
民
生
児
童
委
員
活
動
の
理
解
醸

成
に
努
め
た
い
。

国
ス
ポ
み
や
ざ
き
２
０
２
７

に
て
本
市
で
開
催
さ
れ
る
自

転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス
は
決

定
し
た
の
か
。

文
化
会
館
入
り
口
信
号
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
蔵

元
橋
を
左
折
後
直
進
し
、
県
道
市
木

串
間
線
→
国
道
４
４
８
号
線
を
回
る

一
周
45
キ
ロ
の
コ
ー
ス
。
現
在
設
計

業
者
に
よ
る
コ
ー
ス
設
計
中
。

い
」
対
策
の
実
施
に
よ
り
本
年
は
微

発
生
の
状
況
で
あ
り
、
今
後
も
こ
れ

ら
の
取
組
を
実
施
す
る
。

　
茶
園
の
廃
園
に
伴
う
支
援
を
要
望

し
た
。

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

大
束
中
央
公
民
館
（
大
束
支

所
）
の
復
旧
計
画
に
つ
い
て
。

体
育
施
設
や
会
議
室
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
大
束
支
所
で

対
応
し
て
他
施
設
の
利
用
に
努
め
て

い
る
。
復
旧
に
つ
い
て
は
早
急
に
対

応
す
る
計
画
で
あ
る
。

災
害
地
へ
の
職
員
派
遣
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
育
成
と
支

援
体
制
の
取
組
に
つ
い
て
。

職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
本
市

が
被
災
し
た
時
の
経
験
が
活
か

せ
る
た
め
検
討
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
の
育
成
に
つ
い
て
も
大
変
必

要
な
組
織
で
あ
る
た
め
検
討
す
る
。

上
水
道
未
普
及
地
対
策
に
つ
い
て

上
水
道
整
備
に
必
要
な
要
件

は
。

制
度
事
業
を
活
用
す
る
場

合
、
地
区
内
の
普
及
率

１
０
０
％
（
最
低
90
％
）
が
必
要
。

本
管
か
ら
メ
ー
タ
ー
器
ま
で

の
支
援
の
取
組
は
。

水
道
使
用
者
間
の
公
平
性
か

ら
、
水
道
事
業
で
の
給
水
管

布
設
は
適
切
で
は
な
い
と
判
断
す
る
。

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＱＱＱ

Ｑ

ＱＱＱ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

Ａ

◀
動画
視聴

◀
動画
視聴

挑
戦
・
変
革
す
る

串
間
市
を
目
指
し
て
。

本
市
経
済
の
活
性
化

木
きしろ
代誠
せいいちろう
一郎議員

菊
きくなが
永宏

ひろちか
親議員
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◀
動画
視聴

市
長
の

政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
８
月
の
地
震
災
害
、
台
風
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
長
の
政
治
姿
勢
、
６
年
度
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ
い
て
、
①
物
価
高
騰
な
ど
か

ら
の
地
域
経
済
の
回
復
、
②
人
口
減
少
対
策
の
取

組
強
化
、
③
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

の
３
点
の
取
組
と
実
績
に
つ
い
て
。

①
生
活
支
援
、
事
業
者
支
援
を
行
い
、
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
、
水
産
業
強
化
支
援
な
ど
地

域
経
済
の
回
復
に
資
す
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

②
人
口
移
動
や
本
市
へ
の
移
住
促
進
を
す
る
た
め

「
移
住
者
向
け
住
宅
改
修
支
援
」
や
本
市
で
の
保
育
体

験
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

③
事
前
防
災
ま
ち
づ
く
り
や
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て
。

各
地
区
の
民
生
委
員
や
串
間
市
社
協
な
ど
関
係
機

関
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
内
の
郵
便
局
や
移

動
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
運
営
す
る
事
業
者
様
と
協
定
し
て
い
る
。

東
九
州
自
動
車
道
の
進
捗
に
つ
い
て
。

令
和
６
年
度
予
算
約
２
億
円
分
に
つ
い
て
は
、

面
積
1
万
２
８
９
５
㎡
、
約
５
千
万
円
の
契
約

が
完
了
し
て
お
り
、「
南
郷
～
奈
留
」
の
進
捗
は
地
質
調

査
業
務
が
発
注
さ
れ
、
調
査
・
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
。

軽
自
動
車
し
か
通
行
で
き
な
い
道
路
幅
の

狭
い
市
道
に
つ
い
て
も
、
本
年
度
か
ら
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
育
行
政
、
子
供
が
減
少
し
て
い
く
中
で
の
福
島

高
校
存
続
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
市
内
小
学
校
で

現
在
１
年
か
ら
６
年
生
ま
で
７
９
３
人
、
６
才
か
ら
１
才
は

５
４
４
人
の
児
童
数
と
な
る
が
、
存
続
に
影
響
は
無
い
か
。

県
教
育
委
員
会
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
全
国
枠
の

生
徒
募
集
に
よ
る
入
学
者
数
の
確
保
や
先
進
地
視

察
、生
徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
の
魅
力
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

市
民
病
院
に
つ
い
て
。

　
・
経
営
健
全
化
計
画
の
完
了
報
告

が
提
出
さ
れ
た
が
経
緯
に
つ
い
て

　
・
市
か
ら
の
長
期
借
入
金
の
状
況
に
つ
い
て

　
・
こ
れ
ま
で
の
経
営
健
全
化
計
画
と
新
経
営

健
全
化
計
画
の
違
い
は

　
・
職
員
給
与
費
の
削
減
を
し
な
い
場
合
の
今

後
の
経
営
状
況
は

　
・
職
員
給
与
費
の
予
算
計
上
時
期
に
つ
い
て

　
・
削
減
し
た
分
遡
及
し
て
職
員
に
返
還
す
る

の
か
、
そ
れ
が
可
能
か

令
和
６
年
３
月
、
市
か
ら
３
億
円
の
長
期
借
入

を
行
っ
て
、
令
和
５
年
度
決
算
に
お
い
て
資
金

不
足
が
解
消
さ
れ
る
。
令
和
５
年
度
末
現
在
、
市
か
ら
の

長
期
借
入
は
11
億
２
０
６
０
万
円
残
り
、
引
き
続
き
健
全

な
経
営
に
努
め
る
。

　

職
員
の
給
与
の
削
減
を
し
な
か
っ
た
場
合
の
令
和
６
年

～
８
年
ま
で
の
収
支
計
画
で
は
、
単
年
黒
字
及
び
資
金
不

足
が
発
生
し
な
い
見
込
と
な
る
。
職
員
の
給
与
の
予
算
計

上
は
９
月
議
会
に
上
程
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
遡
及
は
令

和
６
年
４
月
ま
で
、
規
程
改
正
を
行
っ
て
対
応
す
る
。

・
入
札
に
つ
い
て
は
、
第
三
者
委
員
会
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、

入
札
制
度
見
直
し
を
含
め
て
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

　
・
よ
か
バ
ス
の
利
用
状
況
、
運
行
状
況
に
つ
い
て

　
・
通
学
路
整
備
に
つ
い
て

　
・
通
学
路
の
街
灯
に
つ
い
て

ＱＱＱＱＱ

Ｑ

ＡＡ ＡＡ

Ａ Ａ

岩
いわした
下幸
ゆきよし
良議員

陳
情
第
１
号　
り
ん
ぽ
か
ん
保
育
園
建
替
に
つ
い
て

【
受
付
・
受
理
年
月
日
】

　

令
和
６
年
９
月
４
日

【
請
願
陳
情
者
の
住
所
・
氏
名
】

　

串
間
市
大
字
西
方
１
５
１
５
３
ー
３

　

社
会
福
祉
法
人　

む
つ
み
会

　

理
事
長　

宮
本　

康
英　

ほ
か
６
名

【
陳
情
の
趣
旨
】

　

串
間
市
今
町
・
塩
町
地
区
の
災
害
時
避
難
所
と
指
定
さ
れ
て
い
る
、
り
ん
ぽ
か

ん
保
育
園
（
昭
和
58
年
２
月
28
日
）
建
築
か
ら
41
年
経
過
し
、
ク
ラ
ッ
ク
が
入
り

老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
津
波
な
ど
の
対
策
が
出
来
な
い

状
態
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
為
、
今
町
・
塩
町
地
区
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
台
風
災
害
の
安
全
な
避
難

所
確
保
、
又
、
子
供
た
ち
の
安
全
を
考
え
建
て
替
え
を
陳
情
い
た
し
ま
す
。

※　

災
害
時
、
徒
歩
に
て
安
全
に
避
難
で
き
る
場
所
が
必
要
。

※　

現
在
、
串
間
市
今
町
塩
町
地
区
避
難
所
指
定
建
物
（
標
高
10
ｍ
）

　
　

津
波
想
定
16
ｍ
に
対
応
出
来
て
い
な
い
。

※　

り
ん
ぽ
か
ん
保
育
園
は
災
害
時
避
難
場
所
に
指
定
し
て
あ
る
が
不
安
で
あ
る
。

　
　
（
建
物
本
体
に
ク
ラ
ッ
ク
入
っ
て
い
る
）

※　

当
保
育
園
の
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
一
刻
の
猶
予
も
出
来
な
い
状
況
で
あ
る
。

※�　

今
年
８
月
８
日
地
震
の
際
、
広
域
農
道
黒
潮
ロ
ー
ド
七
ッ
橋
地
区
が
車
で
の

避
難
で
車
の
移
動
が
多
く
渋
滞
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

※�　

広
域
農
道
黒
潮
ロ
ー
ド
七
ッ
橋
地
区
の
交
通
量
を
減
ら
す
事
で
有
明
地
区
の

住
民
が
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
が
確
立
さ
れ
る
。

　
　

以
上
の
趣
旨
か
ら
下
記
の
こ
と
を
陳
情
い
た
し
ま
す
。

記

１�　

今
町
塩
町
地
区
の
安
全
な
避
難
場
所
確
保
の
為
に
も
早
急
に
り
ん
ぽ
か
ん
保

育
園
の
建
替
え
を
陳
情
い
た
し
ま
す
。

【
付
託
委
員
会
】
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

【
付
託
年
月
日
】
令
和
６
年
９
月
13
日

8串間市議会だより



常任委員会議案審査報告
令和６年９月定例会の主な議案内容

作業受託組織機能強化事業� （1000万円）
　農作業受託組織の体制強化により受託能力の向上を図り、農業者の労働力負担軽
減及び今後の持続可能な産地を目指すため、コンバイン導入経費を補助するもの。

令和６年度串間市病院事業会計補正予算� （2848 万円）
　令和４年１２月に策定した串間市民病院経営健全化計画の前倒しでの完了に伴い、
病院企業職員の給与削減を解消するため、給与費を追加するもの。

工事請負契約の締結について
　串間市消防庁舎整備事業における串間市消防庁舎新築工事のうち、建築主体及び
建築附帯外構工事、電気設備工事について、それぞれ本契約を締結するもの。

令和６年度一般会計補正予算

福島高等学校支援事業費（債務負担行為補正）� （360 万円）
　福島高校の魅力づくりの一環として経済的支援等を実施することで福島高校への
進学につなげるため、先行された成績優秀者に対し月額２万円の奨学金を支給する
もの。

主な意見
工事請負契約の締結について
⃝�　消防庁舎整備においては、今後工事監
理業務を委託し進捗管理に取り組みなが
ら工事を進めるとのこと。市の関係課も
徹底した現場確認を行い期間内に完了す
るよう指導監督すべき。

令和６年度病院事業会計補正予算
⃝�　病院経営健全化計画の前倒しでの完了
に伴い、病院職員の給与削減を解消する。
今後も引き続き厳しい資金繰りが求めら

れるため、事業管理者が新たな計画に沿っ
た運営に取り組み、安定した事業体制を
作り上げるべき。

総務常任委員会 委員長  木代 誠一郎

串間市民病院

9 串間市議会だより



主な意見
令和６年度一般会計補正予算
⃝�　小学校雨漏り改修費２９１万円につい
ては保険適用になることも考えられるた
め関係課と協議すべき。他に３件の修繕
料が計上されているが利用者への影響も
考慮し、施設の耐用年数等を考慮し、当
初予算で編成すべき。

⃝�　福島高校支援事業費３６０万円（１学

年１人２万円、計１５人）の債務負担行
為補正予算については、出生数減少を考
えると、１０～２０年先の福島高校の存
続は厳しい状況、支援の在り方を含め、
将来を見据えた議論を行い効果的な支援
策を見出すべき。

陳情第１号　りんぽかん保育園建替について
⃝�　少子化による保育需要や避難施設とし
て位置づけしている問題等などについて
議論しましたが、結論を得るに至らず、
継続審査の申し出をいたしました。

主な意見
令和６年度一般会計補正予算
⃝�　農作業受託組織に対する機械導入のた
めの補助金について、国県の制度事業活
用のほかに、市独自の事業として、ふる
さと納税基金を活用しながら受託組織の

育成等を図り、機械導入だけでなく更新
に係る費用への補助についても検討し、
さらなる農業振興に努めるべき。

⃝�　あさひが丘住宅への移転に要する費用
の補償金について、仮移転中であった入
居者等が今年度移転されることは容易に
想定され、本来であれば当初予算にて計
上すべき予算であるため、今後同様のこ
とがないよう十分留意すべき。

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

委員長  児玉 征威

委員長  瀬尾 俊郎

常任委員会決算審査報告

主な意見
令和５年度一般会計歳入歳出決算
⃝�　議場音響設備は導入から１４年以上経過
しており、議会中の発言について不明瞭で
聞き取りづらい部分があり、インターネッ
ト中継の映像も不鮮明なものとなっている
ため、設備等の更新に取り組み改善を図る
べき。
⃝�　結婚新生活支援事業は２０件分の予算に
対して実績が３件となっており、目標を大
きく下回っている。
　�　ＳＮＳ等を活用しながら対象となる市民
への周知を行い、事業が活用されるよう取
り組むべき。
⃝�　地域公共交通運行事業では、コミュニ
ティバスの運行管理業務委託やデマンド型

乗合タクシーの実証運行事業が執行されて
いる。

　�　人口減少が進行する中でその機能を維持
することが困難な状況にあるが、より利便
性が高く必要とされるよう、交通網の再構
築に取り組みながら運行を継続すべき。

令和５年度病院事業会計決算
⃝�　約１億円の黒字となっているものの一般
会計からの繰入金の金額が大きく、経営改
善によって黒字が確保されたとは言えない
決算である。今後は収益確保を最大の目標
として経営健全化計画に沿った取組を進め
るべき。
　�　また、収益確保の要となる医師の確保も
最優先課題として取り組むべき。

総務常任委員会 委員長  木代 誠一郎

10串間市議会だより



主な意見
令和５年度一般会計歳入歳出決算
⃝�　企画費において、支え支えられる地域連携
推進事業「戸数減少により存続が困難な自治
会も出ている。地域住民や自治会、支所、集
落支援委員、民生委員らとの連携を強化し地
域の課題解決に取組めるようにすべき」
⃝�　社会福祉協議会運営費 2933 万 3千円が執
行されているが「運営は厳しい状況が続いて
いる。市としても助言を行い、補助金の適正
化についても検討すべき」
⃝�　「シルバー人材センターの受注件数は 612
件、除草・農作業が大半を占めている。受託
可能な職種を充実させ、人材確保に努め、高
齢者の社会参加を促進すべき」
⃝�　「肺炎球菌予防接種比率 24.6％、がん検診
受診率 10％未満、受診率の向上啓発に努め
るべき」
⃝�　「し尿処理施設工事請負費 1237 万 5千円、
繰越で令和 5年 12月完成、早期完了すべき」
⃝�　「乗入れ授業約 200 時間分の不用額、年間
を見通し授業時数の確保に努めるべき」
⃝�　「福島高校支援事業費 1271 万 2158 円、

出生数が 68 名、存続は危機的状況、効果的
な支援策を見出すことが急務」
⃝�　「国スポ大会準備室の人員確保等早期に体制
強化を図るべき」
令和５年度国民健康保険特別会計（事業勘定）
歳入歳出決算
⃝�　「未収金・不能欠損の徴収に努めるべき」
⃝�　「基金残高 2億円超を活用して国保税の引
き下げを実施し市民へ還元すべき」
令和５年度介護保険特別会計（事業勘定）歳入
歳出決算
⃝�　「基金残高が 2億 8千万円、必要な残額を
超える分については保険料の軽減を図るべき」
各課共通事項
⃝�　「公用車管理について重量税の計上漏れ、有
効期間の確認不足等による流用等責任の所在
を明確にするなど管理を徹底すべき」
⃝�　「制度の見直しで落札率を引き下げ、その財
源を子育て支援に充てるべき」
⃝�　「不用額については積算内容を十分精査し、
精度の向上に努めるべき」
⃝�　「運営補助金については、減額や据置くだけ
でなく、活動実績に応じ増額も検討すべき」

主な意見
令和５年度一般会計歳入歳出決算
⃝�　浄化槽設置整備事業において、合併浄化槽
の補助件数は１３件とのこと、汚水の排水を
減少させ災害時でも復旧が早い等のメリット
があることから、今後も継続して取り組むべ
き。
⃝�　農業者年金事業における新規加入者は４名
とのこと、今後も関係機関と連携を図り、農
業委員並びに農地利用最適化推進委員のスキ
ルアップを図り加入促進に取り組むべき。
⃝�　地域おこし協力隊の串間市定住や農業への
取組を鑑み、積極的に採用に取り組むべき。
⃝�　串間市畜産素牛導入資金貸付事業について、
物価高騰や取引価格の下落により未収金が発
生しているため、効果検証を行い未収金の回
収に取り組むべき。
⃝�　畜産クラスター事業において、事業繰越の
影響を考慮し、適切な進捗管理に努めるべき。
⃝�　地籍調査事業について、進捗率 45.8％との
こと、高齢化等により進捗率低下の影響が懸
念されるため、目標よりも早く調査が進捗す
るよう尽力すべき。
⃝�　水産業燃油・資材高騰対策事業について、
漁業経営の安定化を図るためにも引き続き支
援に取り組むべき。
⃝�　企業立地により人口減少対策、また、雇用
が創出されることから今後も企業立地促進事
業に注力すべき。
⃝�　串間温泉いこいの里管理運営費について、
老朽化による突発的な修繕が必要となること
も多く、決算において赤字運営であるため、
計画的な施設管理及び利用者増加等、指定管
理者と連携を図り取り組むべき。
⃝�　高松キャンプ公園の利用料金について、現
金支払いとなっているためキャッシュレス決

済の導入を検討すべき。
⃝�　公園費において、施設の老朽化による改修
等が行われているが、キャンプも含め通年で
利用がある事から関係課との協議を含め計画
的に改修に取り組むべき。
⃝�　市街地活性化施設管理費について、地下水
熱空調の維持管理を行っているのにもかかわ
らず、新たに空調設備を設置することは、施
設管理の計画性が欠けていると見受けられる
ため、地下水熱空調設備の今後の利用につい
て見直すべき。
⃝�　公営住宅整備事業について、人口減少に伴
い入居者も減ってきている中で市営住宅の集
約化は必要であるため、計画的に取り組むべ
き。
⃝�　住宅使用料について、年々未収金の額が増
加しているが、公平性を保つためにも、徴収
に尽力すべき。
令和５年度水道事業会計決算
⃝�　消費税及び地方消費税について、水道事業
は企業会計であるため、今後は節税にも力を
入れるべき。
⃝�　水道料の未収金については、今後も委託業
者と連携を図りながら、解消に努めていくべ
き。
令和５年度漁業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算
⃝�　漁業集落排水管理費について、築島地区で
は現在８件の契約があるとの説明、人口減少
でも、排水処理施設は必要であるため状況を
注視しながら維持管理に努めるべき。
各課共通事項
⃝�　公園等のトイレの維持管理費用について、
利用状況に応じた計画的な改修や集約化につ
いても検討すべき。

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

委員長  児玉 征威

委員長  瀬尾 俊郎
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令和６年９月定例会・討論
議案第６１号に対する討論

補正予算・入札監視委員会より入札改善が先！
□入札監視委員会予算４３万５千円。「特別監査」とどこが違うのか？やるべきは「入
札参加者の資格基準」の改革です。

あさひが丘住宅「工期違反」を許していいのか？
□あさひが丘住宅Ａ・Ｃ棟１５戸への移転費用２６８．５万円、３月議会に提案すべきなのに３月
完成せず今も入居していません。工期違反です。
　今年度１７億５００５万円と昨年の２倍の工事入札。工期違反が危惧されています。

（児玉征威）

議案第６８号に対する討論
市長等の倫理条例が必要でしょうか？
□市長等に倫理条例が必要でしょうか？
　倫理条例案第３条「その地位や権限を利用して不当に金品を収受し、要求をしない
こと」は収賄罪です。倫理とは「道徳の規範となる原理」です。「犯罪行為」が倫理基
準になるのか？条例は廃止すべきです。� （児玉征威）

議案第７１号、議案第７２号に対する討論
消防庁舎９８．７％高い落札はやり直せ！
□５億８５５３万６千円で剣工務店が落札。「工期違反の業者」も指名、提言の「談合
の疑いがある不自然な落札率９６．１６％」を上回っています。令和６年度落札金額の
第一位６億６５４７万８千円の剣工務店、昨年の４．１９倍、「指名時の手持工事につ
いても勘案する」との指名基準違反です。� （児玉征威）

　現消防庁舎は洪水浸水想定区域に位置しており、市民の安全・安心な暮らしを守る
ため、一刻も早い高台移転が望まれる。十分な建設期間を確保し、緊急防災・減災事
業債の活用期限である令和７年度末に間に合うよう、新消防庁舎の建設を始めるべき。

（岩下幸良）

認定第１号に対する討論
入札妨害事件を解明し、高い落札率を改善せよ！
□一般会計、落札率を１０㌽下げれば１．５億円の財源！
　入札妨害事件の真相は解明されていません。議会は百条委をつくって真相解明をす
べきです。
　「談合の疑いがある不自然な落札率」落札率を１０㌽下げれば１億５千万円の財源が
生まれます。学校給食費の無償化はすぐ実現できます。

固定資産税の超過税分は約１億円、元に戻すべきです。
　串間温泉には１２５０万円の指定管理料と入湯税約１３００万円を免除しています。
　道の駅は赤字です。２３２７万８千円の指定管理料です。抜本的な見直しが必要です。

（児玉征威）

認定第２号に対する討論
□２億円の基金で国保税を引下げよ！
　黒字の基金は２億５０７万円、１世帯平均７万２７００円。協会けんぽの２倍、高
くて払えないと悲鳴が上がっています。子どもに課税している均等割１人３２，３００
円は廃止すべきです。子どもの均等割廃止の財源は１００４万円で実現できます。一
部の自治体では「健康応援資金」を創設、１人、１万円を給付しています。国保税の
引き下げを実施すべきです。� （児玉征威）

認定第９号に対する討論
□２億８千万円の基金で介護保険料引き下げよ！
　第８期最後の令和５年度介護保険会計は実質収支で１億５２６２万円の黒字です。
黒字でため込んだ積立基金は２億８６８９万円・１人平均３万９４００円です。介護
保険料の引き下げを実施すべきです。� （児玉征威）

反対

反対

反対

反対

反対

反対

賛成
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報告第６号 令和５年度串間市健全化判断比率の報告について 終了 9月
13日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

報告第７号 令和５年度串間市資金不足比率の報告について 終了 9月
13日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

報告第８号 串間市民病院経営健全化計画の完了報告について 終了 9月
13日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

報告第９号 損害賠償の額の決定についての専決報告について 終了 9月
13日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

認定第１号 令和５年度串間市一般会計歳入歳出決算の認定につい
て

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認定第２号 令和５年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）
歳入歳出決算の認定について

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認定第３号 令和５年度串間市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第４号 令和５年度串間市病院事業会計決算の認定について 原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第５号 令和５年度串間市水道事業会計決算の認定について 原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第６号 令和５年度串間市農業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第７号 令和５年度串間市公共下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第８号 令和５年度串間市漁業集落排水事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

認定第９号 令和５年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）歳入
歳出決算の認定について

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

認定第10号 令和５年度串間市市木診療所特別会計歳入歳出決算の
認定について

原案
認定

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第61号 令和６年度串間市一般会計補正予算（第４号） 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第62号 令和６年度串間市国民健康保険特別会計（事業勘定）
補正予算（第２号）

原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第63号 令和６年度串間市病院事業会計補正予算（第１号） 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第64号 令和６年度串間市水道事業会計補正予算（第２号） 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第65号 令和６年度串間市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第66号 令和６年度串間市介護保険特別会計（事業勘定）補正
予算（第２号）

原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第67号 令和６年度串間市市木診療所特別会計補正予算（第２
号）

原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第68号 串間市長等の倫理に関する条例 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第69号 串間市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第70号 串間市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例

原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第71号 工事請負契約の締結について 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ‐

議案第72号 工事請負契約の締結について 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

議案第73号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意
を求めることについて

原案
同意

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第74号 教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めること
について

原案
同意

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第75号 令和６年度串間市病院事業会計補正予算（第２号） 原案
可決

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

議案第76号 令和６年度串間市一般会計補正予算（第５号） 原案
可決

10月
7日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ‐

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき議会の意見を求める
ことについて

異議
なし

9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

請
願
・
陳
情
陳情第 １ 号 りんぽかん保育園建替について 継続

審査
9月
24日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ‐

令和６年９月　第５回串間市議会定例会　議案等の審議結果及び各議員評決

○賛成　×反対　△棄権　-欠席等　-採決なし　※議長は採決に加わらないので「-」で表示。可否同数のときは、議長の決するところによる。
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　市内に本社を置く有限会社東進メ
ディカル、黒瀬水産株式会社の関係で、
日本ビニールコード株式会社、株式会
社ニッスイをそれぞれ表敬訪問し、企
業誘致や事業展開等について意見交換
を行いました。

◎産業建設常任委員会（令和６年８月６日～令和６年８月８日）

令和６年度  委員会行政視察報告

東京都　国会議員会館（令和６年８月６日）

東京都港区　株式会社ニッスイ（令和６年８月７日）

東京都八王子市　日本ビニールコード株式会社（令和６年８月７日）

　令和６年７月下旬から８月上旬にかけて、産業建設常任委員会、議会運営委員会が行
政視察を実施しました。産業建設常任委員会については、併せて県選出国会議員を訪問
し、東九州自動車道「日南～串間～志布志」間の早期整備について要望活動を行いました。

行政視察を受け入れていただいた関係機関におかれましては、お忙しい中ありがとうございました。

北海道芽室町（令和６年７月２４日）北海道栗山町（令和６年７月２２日）

　北海道栗山町では、公認会計士による政務活動費の監査、議会改革推進会議による議会
基本条例の１年ごとの見直しといった、議会運営全般や議会基本条例の取組について、北
海道芽室町では、議員による基本条例文毎の自己評価及び公表、議会活性化計画の作成と
いった議会運営全般について、視察研修を行いました。

◎議会運営委員会（令和６年７月２２日～令和６年７月２４日）

14串間市議会だより



正 副 議 長 活 動 報 告
　議長（副議長）は、議会を代表して、式典や会議に出席するなど様々な活動を行っています。
その活動内容の一部をご紹介いたします。

令和６年７月３日
令和６年度小規模市の地域戦略を考える

地方議会ネットワーク議長会
（鹿児島県阿久根市）

令和６年７月１８日
令和６年度宮崎県市議会議長会臨時総会
（宮崎県議会議員への要望）（宮崎市）

令和６年６月６日
国土交通省　和田事務次官訪問

令和６年７月１９日
令和６年度高速自動車国道建設促進

宮崎県期成同盟会総会（宮崎市）

令和６年７月２３日
令和６年度宮崎県市議会議長会臨時総会

（宮崎県知事への要望及び意見交換会）（宮崎市）

令和６年７月３０日
令和６年度防衛省全国情報施設協議会総会

（東京都）

令和６年度 視察受入状況
令和６年７月２３日
宮崎県議会防災減災・県土強靱化
対策特別委員会
　・�地域防災計画、受援計画、企業ＢＣ
Ｐとの連携について等

令和６年７月２４日
宮崎県議会カーボンニュートラル
推進対策特別委員会
　・�エネルギーデータの活用と最適化、市
民への周知、風力発電の稼働状況等

令和６年７月３１日
小林市議会総務文教委員会
　・�学校統廃合について

令和６年８月６日
佐賀県神埼市議会総務常任委員会
　・�「串間市地域防災計画」について

15 串間市議会だより
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日南局承認

串間市役所議会事務局
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▲点線に沿ってお切りください。　※お手数ですが投函いただく際は、必ず不要になったはがきなど厚紙に全面密着で貼り付けてください。

市議会に対するご意見をお聞かせくだ
さい。

※�　いただいたご意見については、今後の参考とさせていただくほか、
議会だよりの紙面でご紹介することがございます。

　�　また、紙面での紹介にあたり、内容を変えない範囲で添削させ
ていただく場合があります。ご了承ください。

　議会からの情報発信の一つとして、本
紙がございます。
　行政と議会がどのように関わり、まち
づくりの為にどのような議論をしている
のか、議会の状況や議員の活動内容を市
民の皆さまに出来るだけ正確にわかりや
すく、親しみある紙面にしていきたいと
心がけております。
　広報・広聴の両面を意識して、皆さま
からのご意見やご感想を頂きながら、読
みたくなる楽しみな「議会だより」を目
指して一層努力していきます。
　今後とも引き続き、ご支援とご愛読を
心よりお願い申し上げます。

編集後記
編集委員 鈴木　博也

　串間市議会では、３月、６月、９月、１２月の
定例会や臨時会で、市民の皆様の生活に関係の
深い議案などを審議しています。
　「市民に信頼され、役立つ議会づくり」を基本
理念に「串間市議会基本条例」を制定し、市民
の声を市政に反映すべく議会運営と行政が一体
となって取り組んでおります。
　一人でも多くの市民の皆様に、開かれた議会を
ご理解いただく上でも、ぜひ、議会の様子を聞
いてみませんか。
　また、串間市議会の様子については、パソコ
ンやスマートフォン、タブレットで議会中継の様
子がご覧になれるほか、過去の映像についても
視聴可能です。

　傍聴に関するお問い合わせがありましたら、
議会事務局（☎72-0691）までご連絡ください。
　なお、次回１２月定例会は、令和６年１１月
２５日（月）開会予定です。正式な開会日や会
期日程等については、決まり次第、議会のウェ
ブサイト等でお知らせいたします。

議会傍聴のご案内

検 索串 間 市 議 会

16串間市議会だより
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